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In the history of Japanese women’s life, modern period has been considered as a dark age. This standpoint of 
view may be originated from the historical study of feudalism in Edo period.  However, recent empirical studies 
have suggested another standpoint of view.  In the present study, we analyzed descriptions in a woman’s dairy 
“SAKURADO-NIKKI” by Misu Ueda in Awa domain in the late Edo era. The dairy is written using not only 
hiragana but also Kanji indicating high literacy of her. Her reading history of books suggests that she had an 
intellectuality of Confucianism.  She was a teacher of a community school and a adviser of the community.  
She had a talent for the creator of haiku poetry, and many haiku poets were also described in the dairy.  She 
communicated with many other haiku creator not only in the same district but also in other far districts of Japan 
consisting a intellectual network using mail system. Thus, some women contributed for the social system as the 
intellectual basis in the late modern period in Japan. 
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33.. 	 日記から読み取ること 	 













Ａ 	 書名不明な場合： 	 
① 六日、礼者も大方に行来して巨燵に本読て静
かに暮し、廿七、八日 	 （桜戸日記 	 一 	 嘉






























記」四 	 安政二年五月朔日） 	 
⑥ 天気能、子供に本教へ、梅尽し書、五元集読
て暮し侍る 	 （「桜戸日記」五 	 安政三年十月
晦日） 	 
⑦ 二日、三日、四日わ論語、武家盛衰記読侍る 	 
（「桜戸日記」二 	 嘉永六年十月） 	 
⑧ 天気晴やかにて唐詩撰絵入を読（「桜戸日記」
四 	 安政二年五月十一日） 	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表１「桜戸日記」に記された書物一覧 	 
書物名 	 件数 	 内容 	 
徒然草 	 1166 	  	  	 随筆 	 
湖月抄 	 1155 	 物語注釈 	 
紫式部日記 	 1144 	 日記 	 
在馬道の記 	 11 	 旅日記 	 
竹取物語 	 77 	 物語 	 
武家盛衰記 	 11 	 雑史 	  	  	 
老の杖（怪談老の杖） 	 11 	 物語 	 
女手草紙 	 11 	 不明 	 
事京篇 	 55 	 不明 	 
南巻の集 	 11 	 不明 	 
秋津文（秋津島？） 	 33 	 俳諧 	 
五元集 	 44 	 俳諧集 	 
芭蕉句解 	 22 	 俳諧 	 
古今集 	 11 	 和歌集 	 
唐詩撰 	 22 	 漢詩集 	 
唐詩五絶 	 11 	 漢詩集 	 
孝教（経） 	 33 	 漢学 	 
論語 	 22 	  	  	 漢学 	 
女大学 	 22 	  	 往来物 	 
女手引草 	 11 	 往来物 	 
女要手引草（女用手引草） 	 22 	 往来物 	 
桜尽くし又は梅尽くし 	 1100 	 狂歌・俳諧 	 
中臣大祓図絵 	 33 	 神道 	 
読経 	 1111 	  	 仏教関係 	 

























（「桜戸日記」二 	 嘉永六年十月九日） 	 
⑬ 天気能子供に本教へ、林のお高に本書てやり、
計に孝教おしへ、四ツ頃となる 	 （「桜戸日記」
四 	 安政二年四月五日） 	 
 	 















戸日記」四 	 安政二年二月九日） 	 





























戸日記」二 	 嘉永六年五月六日） 	 
⑳ 廿九日、静かに雨ふり子供に本教へ日記書
（「桜戸日記」四 	 安政二年一月廿九日） 	 
○2211 廿三日、けふしハ晴れやかに子供に教へ居
る・・（「桜戸日記」六 	 安政四年四月廿三日） 	 
 	 
33..22 	 女性の交際範囲 	 







徳島大学地域科学研究 	 第３巻 	 



























表２ 	 嘉永 44 年（11885522）の日記に記された実家との交際 	 
NNOO 	 月日 	 相手 	 日記内容 	 
１ 	 11..55 	 三宅 	 氏神参詣して、（中略）参詣の帰りに三宅へ礼により、家内打揃ひ、盃、
珍物の馳走に暮て帰る 	 
２ 	 22..2255 	 三宅 	 廿五日、けふしハ、北ノ庄天満宮九百五十年にあたらせ給ふとて、男女打
つれ参詣して、帰りに三宅へより、こんこんの馳走なり 	 
３ 	 33..44 	 三宅 	 三宅より只今来り給へと、子ともむかひに来り、行見れハ伊勢の太夫様に
て、かの吉田氏、（後略） 	 
４ 	 77..1100 	 三宅 	 （前略）十日真福寺真言構に三宅の隠居同道して行、（後略） 	 
５ 	 88..55 	 三宅 	 葉月五日、三宅妙鏡大姉三廻忌て追善有しに、妙鏡大姉の霊前に会香して
（後略） 	 
６ 	 99..2266 	 三宅 	 菊月廿六日、讃州高松の達世子来り、（中略）ゆるゆる咄、一夜とまり、
よく日三宅へも同道して馳走なり、須磨琴引て今やううたひともにたのし
ミ（後略） 	 
７ 	 1100..1111 	 三宅 	 前略、三宅より梅一来りて、御客様御同道にて只今御越と申来りし故、直
に伴ひ行見れバ、（後略） 	 
８ 	 1122..1144 	 三宅 	 はゞ山御隠居来り、宮脇公の御咄、朝がれいすミ三宅へ達世子道同して終
日遊び、暮方むかひ来り予も一所二帰る 	 
９ 	 1122..1155 	 三宅 	 十五日より六七八九廿一二三とは、三宅にさびしくとて、逗留して仏参や
ら家内をまざらす事共咄し聞せなんどしてうつうつとくらしけるに、（後
略） 	 
1100 	 1122..2266 	 三宅 	 前略、三宅梅一郎、徳島通町高木氏へ養子にもらわれける餞分に（後略） 	 
注：桜戸日記巻 11((棚橋 22000011))に基づいて作成した 	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表３ 	 嘉永 44 年（11885522）の日記に記された俳諧人との交流 	 
NNOO 	 月日 	 住所 	 相手 	 内容・目的 	 
11 	 22..1122 	 土州赤岡 	 其遊子、鵞仙様 	 発句交流 	 
22 	 閏 22..11 	 
小松、松山、 	 
奥州、南方海部 	 
玉鶴、吉原太夫、たよ、むら 	 発句交流 	 
33 	 22..2288 	 土州赤岡 	 不明 	 来訪 	 
44 	 22..2299 	 伊勢 	 吉田庄蔵（半紅） 	 発句交流 	 
55 	 33..1166 	 
赤岡 	 其遊（多能） 	 来信 	 
土州 	 鵞仙 	 来信 	 
伊勢 	 半紅 	 発句交流 	 
66 	 33..2233 	 伊勢 	 半紅 	 発句交流 	 
77 	 44..44 	 讃州 	 菅寿性（恵ミ子） 	 発句交流 	 
88 	 77..1188 	 鎌田 	 以方 	 発句交流 	 
99 	 77..2288 	 小松 	 長谷部（静佳園） 	 発句交流 	 
1100 	 88..1155 	 
金陵 	 楽王 	 発句交流 	 
上浦 	 近久美保女 	 発句交流 	 
1111 	 99..2266 	 讃州高松 	 達世 	 来訪、発句交流 	 
1122 	 1100..1111 	 高松 	 達世 	 来訪 	 
1133 	 1100..1166 	 徳島 	 中野先生 	 来信 	 
1144 	 1100..2222 	 高松 	 達世 	 来訪、発句交流 	 
1155 	 1100..2222 	 讃州 	 菅寿性（恵ミ子） 	 来信 	 




与州小松 	 菊圃女 	 発句交流 	 
松山 	 日下先生、橋子、玉鶴 	 発句交流 	 
1188 	 1122..2255 	 讃州高松 	 達世 	 発句交流 	 
注：桜戸日記巻 11((棚橋 22000011))に基づいて作成した 	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日記」一 	 嘉永五年三月廿日） 	 
○2277廿二日、脇町両社夏祭にて参詣旁休ミ 	 （「桜





33..44 	 社会問題に関する関心 	 
嘉永 66 年 66 月 33 日、ペリーが浦賀に入港し、同
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